
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

① 文学研究科　2022年度

文学研究科博士前期（Ⅱ期）

専門科目

博士前期課程の専攻分野である日本文学の研究を推進し学識を深

めていくために必要な能力及び知識を測ることを目的とし、古典

文学の的確な読解、分析・考察の妥当性、文章記述の適切さ等を

見極めるとともに、各時代の文学史に関わる重要事項についての

知見を問う問題となっている。
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2022 年度Ⅱ期 大学院文学研究科博士前期課程入学試験問題 専門〔日本文学・古典〕 

解答のポイント 
 

 

一  （小論文形式） 

 

 
二 
１ ① 伝聞推定の「なり」が処理できているか 

  ② 同格の「の」が処理できているか 

  ③ 婉曲仮定の「む(ん)」が処理できているか 

  ④ 過去の「き」が処理できているか、且つ、「音」の意味が把握できているか 

  ⑤ 「やがて」「ままに」が正確に把握できているか 

 

２ 「奥山」と「経上がりて」を二種として区別できているか 

 

３ 疑心暗⿁の状態を読み取れているか 

 

４ 「助けよや。猫又よや…」「飼ひける犬……飛びつき」等、臆病、濡れ鼠で匍匐前進、賭物も

ずぶ濡れ、隣家の人々の目撃、の箇所から、似非隠者の告発の意を指摘する 

 

５ 高尚な文芸である同時に花下連歌にも代表される賭博的遊戯であること 

 

 
三 
１ 唐へのアピールという点を指摘する 

 

２ 国風文化の成立ということに触れる 

 

３ 宮中サロンにおける女房たちの共同制作ということを問題にする 

 

４ 語りか否かということを指摘する 

 

５ 出版文化の成立ということを指摘する 

 

６ 表現中心か写実を核とするかというような観点から述べる 


